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１．研究計画の概要 

我が国近世期の江村北海によって編集さ

れた日本漢詩総集『日本詩選』について以下

の総合的研究を行う。 

(1)『日本詩選』及び『日本詩選続編』の本

文を校定して、句読を施し、詩作品本文

を読むための基礎研究を行い、校定本文

を定める。 

(2)上記によって定めた『日本詩選』及び『日

本詩選続編』の本文の電子化テキストを

作成し、詩本文の発展的研究及び索引作

成等を視野においた本文データベース作

成の基礎を確立する。 

(3)『日本詩選』・『日本詩選続編』収録詩

人の伝記的研究及び収録漢詩集の研究な

どにより文学史的考察を行う。 

(4)編者の江村北海の『日本詩史』『授業編』

等を援用して、『日本詩選』及び編者江

村北海の近世漢詩史における位置づけを

考察する。 

 
２．研究の進捗状況 

(1)（日本詩選の諸伝本研究）『日本詩選』の

本文を校定するための基本的資料を収集

し、本文校定のための基礎作業を進めた。 

①『日本詩選』の伝本を調査し、初版本・再

刻本（刊年入り）・再刻本（刊年不明）に

整理した。併せて『日本詩選続編』の伝本

を調査した。 

②本文の詩作品の異同及び本文の異同を調

査した。 

(2)（日本詩選の電子化テキストの作成）『日

本詩選』正編の本文の電子化テキストを作

成した。 

①『日本詩選』再刻本を底本とし、正編 10

巻の収録詩数を 1,414首と特定し、その漢

詩の電子化テキストを作成した。巻別に作

品番号を付し、データベース化できるよう

に配慮した。 

②『日本詩選続編』10巻の収録詩数を 1,276

首と特定し、その漢詩の電子化テキストを

作成した。巻別に作品番号を付し、データ

ベース化できるように配慮した。これによ

って、日本詩選の正編・続編の作品数、作

品番号を確定した。正編・続編とも一部作

品には校異を付してある。 

(3)（日本詩選の収録詩人及び採択書目の研

究）『日本詩選』が典拠とした漢詩集を収

集し、本文校定するための基本的資料作成

した。 

①『日本詩選』巻頭に掲げる「日本詩選作者

姓名」と『日本詩選』本文とを照合しなが

ら作者詩人を特定し、その総数を 511名と

確定した。 

②『日本詩選』巻頭に掲げる「日本詩選採択

書目」収載の 157種の書目の伝存状況を確

認した。 

③書目には、「採択書目」に該当しないもの

があることを確認し、逆に「日本詩選採択

書目」に無い書目を新たに典拠詩集として

追加することができた。 

④以上のように『日本詩選』の典拠詩集とし

て、これまでに合計 100余の書目を確認し

た。 
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(4)（日本詩選の文学史的研究）文学史的研究

の基礎調査を行った。 

①近世期以来の、漢学者や詩人伝の成果をふ

まえて伝記的研究の基礎データ作成した。 

②『日本詩選』に採録されている詩人（及び

詩作品）と、同じく江村北海の『日本詩史

で言及されている詩人及びその詩集等と

の照合を進めた。 

③北海の『日本詩史』に言及される詩人につ

いて、『日本詩史』に引用されている詩作

品と、『日本詩選』採択詩と関連を考察し

た。 

 
３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

（理由） 

前項の研究の進捗状況に掲げた４点の内

容について、(1)、(2)については、研究計画に

照らしてほぼ順調に達成している。また(4)

についても、計画に照らして既にその一部は

進行しており、4 年度目において達成できる

見通しである。(3)については、当初の予測を

超えて、新たな資料を発掘することができた。

具体的には、『日本詩選』が詩作品を採択し

た詩集として、「日本詩選採択書目」には無

い書目で、『日本詩選』の典拠となる詩集を

新たに追加することができた。これについて

は、次項の研究成果の論文①「「修訂日本詩

選採択書目」のために」で一部報告した。 

 

４．今後の研究の推進方策 

(1)本文研究等の基礎的研究について 

①『日本詩選』の採択資料となったと思われ

る詩集を「日本詩選採択書目」以外の詩集

から更に発掘することに努める。 

②『日本詩選』本文と典拠詩集との本文校異

を更にすすめ、できる限り本文を校定する。 

(2)文学史的研究について 

①『日本詩選』の編者江村北海の詩史に関す

る著作『日本詩史』との関係を更に考察す

る。 

②『日本詩選』以後において、『日本詩選』

の詩作品が、どのように受容されていくか

の展開を跡づけながら、『日本詩選』の意

義を考察する。 

③『日本詩選』と他の総集等との比較によっ

て、近世詩史における位置づけを考察する。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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